
次の発行は5月１日の予定です。

議会だより発行月 ２月 ５月 ８月 11月

定例会・臨時会の主な内容 ▶ p.2

一般質問 ▶ p.6

議会だよりモニター募集 ▶ p.18

▶ 表紙写真に関する記事が15ページにあります。
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（※数字）が付いている用語については P19をご覧ください。

令和３年第７回定例会が 15日間の会期にわたり開催されました。
この定例会では町長から報告１件、議案 15件の提出があり、議案についてはすべて原案どおり「可

決」しました。また、議員から提出された意見書２件については、１件を「可決」、１件を「否決」
としました。議員の一般質問は 14名が行い、それぞれの視点で町政について活発な議論を展開しま
した。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 9億 8235万 9000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 143　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 9億 8235万 9000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 143
億 8647万 1000円とする。億 8647万 1000円とする。

定例会の主な内容
令和3年令和3年

第7回 定例会第7回 定例会
（１１月３０日～１２月１４日）（１１月３０日～１２月１４日）

ふるさと納税
歳入　ふるさと納税寄附金� 1 億 2000万円
歳出　寄附謝礼� 4800 万円
　　　手数料� 1800 万円
ふるさと納税寄附が好調なため増額補正
歳出　まちづくり寄附基金へ積み立て
� １億 2000万円
ふるさと納税寄附金を「まちづくり寄附基金費」へ積み立て

基金へ積み立て（貯金）
歳入　前年度繰越金� 7 億 2240万 6000円
歳出　各種基金へ積み立て�7 億 2240万 6000円
令和２年度決算の剰余金を基金へ積み立て

議案第53号 令和３年度 三芳町一般会計補正予算（第８号）

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億 271万 2000 円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ134億　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億 271万 2000 円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ134億
411万 2000円とする。411万 2000円とする。

主な歳入

主な歳入歳出

主な歳出
国庫支出金（※1） 3 億 271 万 2000 円 子育て世帯への臨時特別給付金 5 万円

を現金で給付 ３億 139 万 2000 円
（その後、専決処分（※2）で支給 5万円を現金 10万円
に増額） （千円以下切り捨て）

議案第52号 令和３年度 三芳町一般会計補正予算（第７号）

新型コロナウイルス感染症が長期化し、子育て世帯には生活費や教
育費に於いて通常より大きな影響が及んでいる。

国により実施が決まった18歳以下の子ども一人10万円相当支給について、児
童手当を受給しているご家庭に対し、プッシュ型で早急な現金給付を実施するこ
とに賛成する。

公明党賛
成
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（※数字）が付いている用語については P19をご覧ください。

民間保育所等支援事業
歳入　� 4026 万 5000円
歳出　� 6039 万 7000円
民間幼稚園が幼保連携型認定こども園（※ 3）
へ移行するための整備費補助
（基準額　7356万 9000円の負担割合
��国 2分の 1・町 4分の 1・事業者 4分の 1）
（�定員 20名・施設改修工事・備品準備・給食室
設置など）

感染症対策交通移動支援事業
（タクシー利用券 500円×４枚）
歳出の減額　� △ 705万 9000円
利用率が 35.2％と伸びなかった

人事院勧告（※4）に伴う職員の
期末手当の減額
歳出の減額　� △ 1427万 8000円

再生可能エネルギー事業
歳出　� 75 万 1000円
太陽光パネルを個人宅に設置するための補助
申請件数が増え、当初予算を超えるため追加
��5 万円× 5件＝ 25万円
10万円× 5件＝ 50万円

体育施設等指定管理事業
歳出　� 942 万 7000円
新型コロナウイルス感染拡大に伴う体育施設指
定管理者への減収補填（町２分の１負担）

公園等施設整備事業
歳出　� 169 万 3000円
緑地公園にアスレチックを築造するための設計
業務委託

老人クラブ活動支援事業
歳出の減額　　　△ 11万 8000円
役員のなり手不足による
北永井第２区老人会の解散

オリンピック・パラリンピック事業
歳出の減額� △ 1192 万 8000円
新型コロナウイルス感染症拡大によるトレーニ
ングキャンプ、交流イベント、聖火リレー警備
などの中止や縮小による
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（※数字）が付いている用語については P19をご覧ください。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ616 万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ143 億 9263 万　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ616 万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ143 億 9263 万
1000円とする。1000円とする。

主な歳入 主な歳出
基金繰入金（※5） 616 万円 高齢者のワクチン接種や生活に必要な

移動を支援するため、タクシー料金の
一部を助成する 767 万 2000 円
（財源の一部は他事業からの繰入）

１・２回目の接種時、高齢者へタクシー券が配布されたことで、接種
会場への移動手段に悩まれる方々からたくさん喜びの声を伺った。

高齢者への移動支援は大変に重要な事業である。
３回目接種の実施に当たり、引き続き移動支援事業が実施されることを高く
評価し、賛成討論とする。

公明党賛
成

議案第５５号 令和３年度 三芳町一般会計補正予算（第９号）

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億 1218万 9000 円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ131億　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億 1218万 9000 円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ131億
140万円とする。140万円とする。

主な歳入 主な歳出
国庫支出金 １億 1677 万 6000 円
基金繰入金 91 万 3000 円

新型コロナウイルスワクチン接種事業
対応のための、システム改修等及びワ
クチン追加
接種の実施に要する費用
 １億 1767 万 7000 円

議案第39号 令和３年度 三芳町一般会計補正予算（第６号）

臨時会の主な内容
令和3年令和3年

第6回 臨時会第6回 臨時会
（11月12日）（11月12日）
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期
末
手
当
の
減
額
が
決
定

�
議
案
第
40
・
41
・
42
・
44
号

　
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
・

議
員
・
一
般
職
員
の
期
末
手
当

が
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
0
・

15
月
分
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
国
家
公
務
員
の
引
き
下
げ
は

ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

三
芳
町
で
は
人
事
院
勧
告
等
を

踏
ま
え
、
令
和
3
年
度
か
ら
の

引
き
下
げ
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。

　
令
和
２
年
度　
4
・
45
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
令
和
３
年
度　
4
・
3
ヶ
月

国
民
健
康
保
険
税
の
上
限

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

�

議
案
第
46
号

問

こ
の
条
例
改
正
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
る
（
値
上
げ
と
な

る
）
世
帯
数
は
。

答

医
療
分
で
約
１
１
０
世

帯
、
介
護
分
で
約
30
世
帯
の
見

込
み
。

問

影
響
額
は
。

答

医
療
分
で
約
２
０
０
万

円
、
介
護
分
で
約
30
万
円
。
上

限
の
引
き
上
げ
な
の
で
、
中
間

所
得
層
世
帯
へ
の
影
響
は
な

い
。問

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
内
で
は
「
国
民
健
康
保
険
会

計
が
黒
字
な
の
に
値
上
げ
を
す

る
の
は
お
か
し
い
」
と
い
っ
た

意
見
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
。

答

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
上
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
賄

う
た
め
に
税
率
を
変
更
す
る
と

中
間
所
得
者
層
の
負
担
が
大
き

く
な
る
。
そ
の
た
め
高
所
得
者

層
の
上
限
引
き
上
げ
に
踏
み

切
っ
た
。
国
民
健
康
保
険
税
の

法
定
限
度
額
は
99
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
三
芳
町
の
限
度
額
を

今
回
の
改
正
で
96
万
円
か
ら
99

万
円
へ
引
き
上
げ
た
。
県
と
町

と
の
共
同
運
営
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
徐
々
に
法
定
限
度
額
に

近
づ
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
面
が
あ
る
。

問

未
就
学
児
の
均
等
割
り
減

額
の
対
象
者
数
は
。

答

合
計
で
１
５
８
人
、
金
額

に
し
て
約
２
７
０
万
円
と
な

る
。問

減
額
分
は
公
費
負
担
と
な

る
の
か
。

答

1
／
4
が
県
、
1
／
2
が

国
負
担
な
の
で
町
の
負
担
は
残

り
の
1
／
4
、
67
万
円
ほ
ど
と

な
る
。

M
I
Y
O
S
H
I
オ
リ
ン

ピ
ア
ー
ド
推
進
課
の
名
称

変
更

�

議
案
第
48
号

　
平
成
31
年
4
月
に
設
置
さ
れ

た
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
オ
リ
ン

ピ
ア
ー
ド
推
進
課
」の
課
名
を
、

令
和
4
年
4
月
か
ら
「
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
」
に
変
更
し

ま
す
。

不
妊
治
療
の
た
め
の
特
別
休

暇
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

�

議
案
第
54
号

　
民
間
で
も
導
入
の
少
な
い
不

妊
治
療
の
休
暇
制
度
が
社
会
全

体
に
広
が
る
よ
う
、
国
家
公
務

員
の
休
暇
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
三
芳
町
で

も
職
員
の
不
妊
治
療
の
た
め
の

特
別
休
暇
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。

　コロナ禍において職員が住民
の生活を守るため必死に頑張ってい
るにもかかわらず、その意欲に水を

差すものでしかない。公務労働者の給与水準は地域
経済に与える影響も少なくない。個人消費を拡大し、
地域経済をいかに支えていくかも重要であり、期末
手当の引き下げは認められない。

日本共産党

　未就学児の均等割が５割軽減にな
ることは評価できるが、同時に賦課限

度額が引き上げとなる改定であり、中間層にとって負担
増となる。住民の生活が厳しい中で税額の引き上げは行
うべきではなく、未就学児の均等割５割軽減を町独自で
残りの５割を負担し、全額免除することを求める。

日本共産党

保
険
税
が
増
額
と
な
る

所
得
の
目
安

医
療
分

�

一
人
世
帯�

８
９
６
万
円

�

二
人
世
帯�

８
４
９
万
円

�

三
人
世
帯�

８
０
２
万
円

�
四
人
世
帯�

７
５
５
万
円

�
五
人
世
帯�

７
０
８
万
円

介
護
分

�

一
人
世
帯�
１
１
０
３
万
円

�

二
人
世
帯�
１
０
３
０
万
円

�

三
人
世
帯�
９
５
７
万
円

�

四
人
世
帯�
８
８
４
万
円

�

五
人
世
帯�

８
１
1
万
円

文
化
・ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
の

所
掌
事
務

ア��

文
化
に
関
す
る
こ
と（
文

化
財
の
保
護
に
関
す
る

こ
と
を
除
く
）

イ��

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ

と
（
学
校
に
お
け
る
体

育
に
関
す
る
こ
と
を
除

く
）

ウ��

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
に

関
す
る
こ
と

改
正
点

��

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等

の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と

が
相
当
で
あ
る
場
合
、
１

年
間
に
５
日
の
特
別
休
暇

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
町
が

定
め
る
頻
繁
な
通
院
が
必

要
な
場
合
は
さ
ら
に
５
日

間
の
追
加
が
さ
れ
ま
す
。
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住民ニーズに沿った支援を！
動 画公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

動
物
愛
護
の
支
援
体
制
を

問

東
松
山
市
の
よ
う
に
、
担

当
課
が
窓
口
と
な
り
ど
う
ぶ
つ

基
金
の
さ
く
ら
ね
こ
不
妊
手
術

無
料
事
業
の
推
進
を
し
て
は
。

答

環
境
課　
行
政
単
体
で
も

実
施
可
能
と
い
う
事
も
研
究
し

つ
つ
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長　
広
報
活
動
の
必
要
性
と

あ
わ
せ
、
一
歩
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

教
育
相
談
と
支
援
の
充
実

問

新
年
度
か
ら
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
や
学
習

指
導
員
を
町
独
自
に
配
置
し
て

は
。答

教
育
長　
各
学
校
に
１
名

配
置
す
る
た
め
、
県
に
補
助
金

の
要
望
を
出
し
て
い
る
。

問

個
別
最
適
な
学
び
の
保
障

を
目
指
し
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
を
活
用
し
て

は
。答

教
育
長　
大
変
有
効
と
考

え
る
。
研
究
し
て
学
校
に
周
知

し
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問

人
権
教
育
と
し
て
弁
護
士

等
に
よ
る
出
前
授
業
を
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課　
ニ
ー
ズ
も

捉
え
弁
護
士
も
含
め
て
出
前
授

業
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問

町
の
適
応
指
導
教
室
の
通

信
機
器
を
、
相
談
の
守
秘
義
務

や
個
人
情
報
保
護
等
相
談
の
重

要
性
を
鑑
み
て
コ
ー
ド
レ
ス
に

切
り
替
え
て
は
。

答

町
長　
耐
用
年
数
を
考
え

て
更
新
を
検
討
し
た
い
。
ま
た

適
応
指
導
教
室
の
ニ
ー
ズ
も

年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
場
所
の

広
さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
含

め
て
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
へ
デ
ジ
タ
ル
支
援

問

町
で
実
施
し
た
シ
ニ
ア
ス

マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
講
座
参
加
者
の

人
数
と
年
齢
層
は
。

答

自
治
安
心
課　
12
名
参
加
。

70
代
９
名
。
80
代
３
名
。

問

高
齢
者
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
公
民
館
単
位
で
の
開
催
は
。

答

社
会
教
育
課　
公
民
館
と

し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

住
民
同
士
の
手
助
け
で
学
ぶ
よ

う
な
形
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

産前産後の支援充実！内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

問

育
児
不
安
や
育
児
困
難
、

虐
待
等
の
対
応
と
し
て
妊
娠
時

か
ら
支
援
が
必
要
な
特
定
妊
婦

に
対
し
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

答

健
康
増
進
課　
妊
娠
届
け

出
時
の
面
接
を
通
し
、
必
要
に

応
じ
て
保
健
師
が
継
続
的
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問

双
子
等
の
多
胎
妊
婦
の
検

診
費
用
に
町
の
上
乗
せ
助
成
は
。

答

町
長　
必
要
性
を
考
慮
し
、

令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
の

中
で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

問

多
胎
児
家
庭
へ
の
育
児
サ

ポ
ー
タ
ー
支
援
事
業
創
設
は
。

答

健
康
増
進
課　
本
町
の
多

胎
児
家
庭
の
状
況
等
を
も
と
に

調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

問

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
活
用
は
。

答

健
康
増
進
課　
現
在
は
、

地
区
担
当
保
健
師
で
の
対
応
や

産
後
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
等
で

対
応
し
て
い
る
が
、
必
要
性
も

考
慮
し
調
査
研
究
す
る
。

問

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
養
成
講
座

受
講
料
へ
の
一
部
助
成
は
。

答

町
長　
課
題
を
整
理
し
、

必
要
性
等
も
含
め
研
究
す
る
。

学
習
端
末
ト
ラ
ブ
ル
防
止

問

一
人
一
台
の
端
末
を
利
用

し
た
い
じ
め
等
不
正
利
用
は
。

答

学
校
教
育
課　
こ
れ
ま
で

学
習
用
端
末
の
中
で
、
不
適
切

な
書
き
込
み
が
確
認
さ
れ
た
。

問

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

答

学
校
教
育
課　
チ
ャ
ッ
ト

機
能
を
使
用
停
止
と
し
た
。
情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
を
図
る
。

防
災
士
の
育
成
と
活
用

問

受
験
料
と
登
録
料
の
町
補

助
を
利
用
し
て
防
災
士
に
登
録

し
た
特
例
規
定
の
方
々
も
含
め
、

町
内
の
全
防
災
士
と
の
連
携
は
。

答

自
治
安
心
課　
町
補
助
利

用
の
防
災
士
を
中
心
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
試
み
る
。

問

防
災
士
を
目
指
す
一
般
住

民
が
、
受
験
す
る
た
め
に
必
要

な
講
座
受
講
料
に
対
し
て
の
助

成
制
度
も
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答

町
長　
町
の
防
災
力
向
上

に
、
補
助
拡
大
も
検
討
し
た
い
。
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雑誌の高評価をどう生かすのか
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

雑
誌
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
コ
ロ
ナ

後
の
移
住
先
ラ
ン
キ
ン
グ
で
県

内
１
位
の
評
価
を
得
た
が
、
こ

の
高
評
価
を
ど
の
よ
う
に
人
口

施
策
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答

政
策
推
進
室　
農
業
や
自

然
の
魅
力
を
伝
え
る
事
業
展
開

や
情
報
発
信
、
住
み
た
い
と
思

う
よ
う
な
住
環
境
整
備
、
災
害

へ
の
強
さ
や
医
療
関
係
の
充
実
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
三
芳
町
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
子

育
て
施
策
や
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
建

築
な
ど
、
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
施
策
に
取
り
組
み
た
い
。
終

了
し
た
区
画
整
理
事
業
地
内
に

は
ま
だ
未
利
用
地
も
あ
る
。

問

ラ
イ
フ
バ
ス
の
路
線
再
編

が
終
わ
っ
た
が
、
今
後
の
新
し

い
公
共
交
通
の
検
討
は
。

答

政
策
推
進
室　
住
民
の
声

や
過
去
の
実
証
実
験
の
結
果
、

新
路
線
の
利
用
状
況
等
を
検
証

し
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

近
隣
市
で
実
証
実
験
が
始

ま
っ
た
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業

を
三
芳
町
に
も
導
入
し
て
は
。

答

政
策
推
進
室　
民
間
企
業

と
の
協
議
で
は
、
交
通
結
節
点

と
な
る
駅
に
お
け
る
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
台
数
で
事
業
の
展
開

が
決
ま
る
と
の
こ
と
。
駅
の
な

い
町
と
し
て
は
、
近
隣
市
の
実

証
実
験
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問

町
内
の
緑
地
や
個
人
宅
の

庭
園
を
自
由
に
探
訪
し
て
も
ら

う
、
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

観
光
施
策
を
ど
の
よ
う
に
住
民

福
祉
の
向
上
に
繋
げ
る
の
か
。

答

観
光
産
業
課　
様
々
な
観

光
資
源
を
提
供
し
、
住
民
福
祉

の
増
強
を
図
る
こ
と
で
町
全
体

の
経
済
の
発
展
を
図
り
、
町
内

企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
町
財
政
は　

問

令
和
３
年
度
上
半
期
の
町

税
の
収
入
状
況
は
。

答

税
務
課　
町
民
税
な
ど
は

想
定
し
て
い
た
ほ
ど
の
落
ち
込

み
は
見
ら
れ
ず
、
す
で
に
調
定

額
は
予
算
額
を
超
え
て
い
る
。

問

上
富
第
３
区
集
会
所
の
隣

地
竹
林
か
ら
伸
び
た
枝
が
、
集

会
所
の
屋
根
ま
で
伸
び
て
し

ま
っ
て
い
る
。
対
処
し
な
い
の

か
。答

自
治
安
心
課　
現
地
の
確

認
は
し
て
い
る
が
、
町
で
勝
手

に
切
れ
な
い
の
で
所
有
者
に
伐

採
の
依
頼
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

問

道
路
上
の
く
ぼ
み
が
多
く

水
た
ま
り
が
で
き
て
し
ま
っ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
対
策
す
る

か
。答

道
路
交
通
課　
年
内
に
補

修
を
す
る
箇
所
も
あ
る
。
個
別

計
画
や
住
民
の
要
望
を
精
査
し
、

計
画
的
に
修
繕
し
て
い
き
た
い
。

問

日
本
農
業
遺
産
を
巡
る
散

歩
道
に
歩
道
の
縁
石
を
跨
ぐ
箇

所
も
あ
る
。
外
し
て
は
ど
う
か
。

答

道
路
交
通
課　
散
歩
コ
ー

ス
の
変
更
も
含
め
協
議
し
て
い

き
た
い
。

問

家
庭
か
ら
出
る
雑
排
水
を

雨
水
管
に
排
出
し
て
い
る
こ
と

に
問
題
は
な
い
の
か
。

答

上
下
水
道
課　
家
庭
か
ら

出
る
雑
排
水
は
、
浄
化
槽
に
よ

り
適
切
に
処
理
さ
れ
た
後
の
排

出
先
と
し
て
雨
水
管
へ
の
接
続

を
許
可
し
て
い
る
。
許
可
は
浄

化
槽
法
に
基
づ
い
た
維
持
管
理

と
浄
化
能
力
が
低
下
し
な
い
こ

と
を
条
件
と
し
て
い
る
の
で
、

排
出
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
。

問

今
後
の
下
水
管
敷
設
、
更

新
の
計
画
は
。

答

上
下
水
道
課　
住
宅
密
集

地
に
つ
い
て
は
既
に
汚
水
排
水

管
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
管
路
の
敷
設
は
予
定
し
て
い

な
い
。
今
後
は
下
水
道
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ

い
て
維
持
管
理
し
て
い
く
。

問

旧
島
田
家
住
宅
付
近
に
あ

る
火
の
見
櫓
は
前
回
の
質
問
時

か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
撤

去
等
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

自
治
安
心
課　
前
回
の
質

問
後
、
勝
手
に
登
れ
な
い
よ
う

に
板
を
設
置
し
た
。
劣
化
具
合

や
撤
去
費
用
の
確
認
は
し
た
が
、

「
良
い
風
情
が
形
成
さ
れ
て
い

る
」
や
「
歴
史
的
な
観
点
か
ら

の
検
討
が
必
要
で
は
」
と
の
声

も
あ
る
の
で
、
保
存
す
る
か
撤

去
す
る
か
検
討
し
て
い
る
。

上富地区の諸問題解決を期待する落 合 信 夫
おち  あい   のぶ   お

輝 動 画

富士見市内のシェアサイクルステーション富士見市内のシェアサイクルステーション
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町の財政について山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい

問

頂
い
た
令
和
20
年
度
ま
で

の
公
債
費
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
と
、
藤
久
保
地
域
拠
点

施
設
の
建
設
及
び
他
の
公
共
施

設
等
の
建
替
え
修
繕
等
に
か
か

る
経
費
を
町
債
で
ま
か
な
っ
た

場
合
に
は
令
和
20
年
度
の
公
債

費
（
町
債
の
返
済
額
）
が
約
15

億
6
千
万
円
に
な
る
。
今
後
の

町
の
施
策
に
影
響
は
な
い
か
。

答

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

資
料
で
は
藤
久
保
地
域
拠
点
施

設
と
し
て
約
72
億
円
、
そ
の
他

の
公
共
施
設
等
の
更
新
等
を
約

65
億
円
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
修

繕
を
15
億
円
と
見
込
ん
だ
。
実

際
に
は
公
共
施
設
の
統
廃
合
や

縮
小
、
国
庫
補
助
金
の
活
用
な

ど
で
経
費
の
縮
小
が
可
能
と
考

え
る
。
余
裕
が
あ
る
状
況
で
は

な
い
が
財
政
が
逼
迫
す
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
に

つ
い
て

問

ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
を

ど
の
様
に
自
覚
さ
せ
る
の
か
。

答

学
校
教
育
課　
埼
玉
県
が

作
成
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
小

学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
に
配
布
す
る
予
定
。

問

町
内
在
住
の
高
校
生
を
含

め
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
相
談

窓
口
の
設
置
は
。

答

町
長　
ケ
ア
ラ
ー
の
声
を

聞
く
こ
と
が
重
要
。
近
隣
自
治

体
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深

め
、
皆
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

町
の
人
口
政
策
に
つ
い
て

問

コ
ロ
ナ
感
染
症
で
国
民
の

考
え
方
に
も
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
。
三
芳
町
は
自
然
環
境
・

農
業
・
災
害
に
強
く
東
京
へ
の

利
便
が
良
い
な
ど
優
位
性
が
あ

る
。
積
極
的
な
移
入
政
策
を
と

る
べ
き
で
は
。

答

町
長　
持
続
可
能
な
町
づ

く
り
を
す
べ
く
、
令
和
６
年
度

か
ら
の
第
６
次
総
合
計
画
で
積

極
的
な
町
づ
く
り
計
画
を
進
め

た
い
。
ま
た
令
和
４
年
度
事
業

計
画
及
び
施
政
方
針
に
も
ビ

ジ
ョ
ン
を
盛
り
込
み
た
い
。

動 画

役場窓口での感染症対策を
動 画

菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

　
令
和
３
年
５
月
経
済
再
生
担

当
大
臣
は
テ
レ
ビ
番
組
で
紙
幣

に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
約
1

週
間
生
き
る
と
し
、「
お
金
は

世
の
中
を
回
っ
て
き
て
自
分
の

と
こ
ろ
に
来
る
が
、
1
週
間
分

の
誰
か
の
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
て

い
る
事
が
あ
る
」
と
し
、「
手

洗
い
、
消
毒
は
徹
底
す
る
と
同

時
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
も
で

き
る
だ
け
で
や
っ
て
も
ら
う
の

が
い
い
」
と
話
し
た
。

問

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
感
染
症

対
策
が
課
題
だ
が
、
現
在
窓
口

で
は
現
金
の
み
で
し
か
支
払
い

が
出
来
な
い
こ
と
に
町
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

住
民
課　
今
は
コ
イ
ン
ト

レ
イ
で
行
っ
て
い
る
。
マ
メ
に

手
指
の
消
毒
を
行
わ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
住
民
に
と
っ
て
も

負
担
で
は
な
い
か
。

問

多
様
な
支
払
い
方
法
を
選

択
で
き
れ
ば
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
繋
が
る
の
で
は
。

答

住
民
課　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
支
払
の
利
用
機
会
は
拡
大
し

て
い
る
。
役
場
窓
口
で
も
多
様

な
支
払
い
方
法
を
提
供
す
る
こ

と
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問

セ
ル
フ
レ
ジ
は
ど
う
か
。

答

接
触
の
機
会
を
減
ら
す
こ

と
で
感
染
症
対
策
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
。

交
通
渋
滞
解
消
に
向
け
て

問

先
の
定
例
会
で
請
願
第
１

号
「
三
芳
町
内
交
通
渋
滞
解
消

に
向
け
て
の
請
願
に
つ
い
て
」

が
議
員
総
員
の
賛
成
で
可
決
さ

れ
た
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

答

町
長　
町
と
し
て
も
混
雑

状
況
を
認
識
し
て
い
る
。
多
門

院
前
交
差
点
に
つ
い
て
は
行
政

境
な
の
で
改
善
策
を
所
沢
市
と

協
議
検
討
し
て
い
き
た
い
。
県

道
56
号
や
三
芳
小
学
校
前
交
差

点
に
つ
い
て
は
毎
年
県
に
対
し

て
予
算
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
請
願
が
可
決
さ
れ
た
の
で

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
応
が
取
れ
る
か
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

埼玉県のヤングケアラー・ハンドブック埼玉県のヤングケアラー・ハンドブック
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町民への説明、報告は明確に！
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

景観行政団体となることについて
動 画

林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

問

所
有
者
に
よ
る
屋
外
広
告

物
の
点
検
が
義
務
化
さ
れ
る
。

町
で
の
点
検
状
況
は
。

答

都
市
計
画
課　
点
検
義
務

は
所
有
者
だ
が
、
不
適
切
な
も

の
を
発
見
し
た
場
合
は
町
か
ら

所
有
者
に
対
応
を
促
し
て
い
る
。

問

景
観
行
政
団
体
と
な
る
こ

と
に
つ
い
て
、
検
討
は
。

答

都
市
計
画
課　
県
と
の
協

議
、
景
観
形
成
施
策
と
の
整
合

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
。

県
と
の
調
整
や
他
市
の
状
況
を

確
認
し
、
景
観
行
政
団
体
と
な

る
こ
と
の
特
徴
を
見
極
め
て
検

討
し
て
い
く
。

問

景
観
条
例
策
定
の
検
討
は
。

答

都
市
計
画
課　
現
在
は
県

条
例
が
適
用
。
景
観
行
政
団
体

と
な
っ
て
か
ら
景
観
計
画
や
条

例
策
定
と
な
る
た
め
、
調
査
研

究
が
必
要
。

問

武
蔵
野
落
ち
葉
堆
肥
農
法

の
世
界
農
業
遺
産
認
定
後
も
、

県
道
56
号
線
の
景
観
に
さ
ら
に

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

今
後
の
施
策
は
。

答

都
市
計
画
課　
欅
並
木
な

ど
、
良
好
で
歴
史
的
景
観
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
街
並
み
や
風

景
に
つ
い
て
も
よ
り
注
目
が
集

ま
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
関
係

各
課
と
連
携
を
取
り
、
緑
化
を

含
め
た
景
観
の
維
持
保
全
に
努

め
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
促
進
に
つ
い
て

問

当
町
の
交
付
率
は
。

答

住
民
課　
11
月
7
日
時
点

で
35�

・�

33�

%
。

問

普
及
を
促
進
す
る
た
め
の

今
後
の
周
知
は
。

答

住
民
課　
情
報
が
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
さ
れ
た
際
に
は
、
い
ち

早
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
。
確
定
申
告
会
場
や
集
会

所
で
、
申
請
の
手
伝
い
を
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問

町
独
自
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
て
は
ど
う
か
。

答

住
民
課　
す
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
方

へ
も
考
慮
し
な
が
ら
、
検
討
す

る
。

　
町
道
幹
線
５
号
線
、
幹
線
17

号
線
を
ラ
イ
フ
バ
ス
が
運
行
す

る
に
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
解

除
が
必
須
と
町
や
町
長
は
言
い

続
け
て
き
た
。
国
の
機
関
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
新
路
線
と
し

て
運
行
を
始
め
た
幹
線
５
号
線

を
通
る
８
番
線
は
令
和
３
年
５

月
に
、
今
回
休
止
の
路
線
と

な
っ
た
幹
線
17
号
線
を
通
る
７

番
線
に
関
し
て
は
、
国
の
機
関

の
手
元
に
保
管
資
料
と
し
て
の

期
限
が
過
ぎ
て
い
る
程
前
か
ら

運
行
の
認
可
が
出
て
い
る
こ
と

が
判
明
。
今
ま
で
町
や
町
長
が

町
民
や
議
会
に
対
し
、
説
明
し

て
き
た
内
容
と
相
違
が
あ
る
。

問

７
番
線
の
認
可
が
出
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
数
年
前
よ

り
、
運
行
が
出
来
な
く
な
る
よ

う
に
休
止
の
手
続
き
を
し
て
い

る
。
走
れ
な
く
し
た
路
線
に
対

し
て
所
管
の
警
察
署
に
特
例
で

運
行
の
許
可
を
出
し
て
も
ら
い

運
行
し
て
い
る
。
休
止
を
許
可

し
た
国
の
機
関
も
７
番
線
が
運

行
を
続
け
て
い
る
事
実
を
知
ら

な
か
っ
た
。
何
故
こ
の
様
な
手

続
き
を
し
て
い
る
の
か
。

答

政
策
推
進
室　
休
止
の
届

け
が
出
て
い
る
だ
け
で
休
止
を

し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

問

幹
線
19
号
線
の
規
制(

ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン)

を
掛
け
る
こ

と
に
対
し
町
、
町
長
は
今
ま
で

幹
線
５
号
線
、
17
号
線
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
解
除
し
な
い

と
規
制
を
掛
け
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
説
明
し
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
、説
明
会
で
警
察
は「
解

除
し
な
い
と
規
制
を
掛
け
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
」

と
町
と
は
異
な
る
見
解
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
町
の
認
識
は
。

答

道
路
交
通
課　
同
時
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の

建
設
②
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
今
後
の

設
計
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
③
通

行
許
可
証
の
申
請
方
法
④
通
学

路
の
安
全
対
策
及
び
見
直
し
に

つ
い
て

保護者の意向に沿った通学路の見直し、安全保護者の意向に沿った通学路の見直し、安全
対策の実施！対策の実施！

※13ページに質問・答弁の内容について議会広報広聴常任委員会より報告があります。※ 13ページに質問・答弁の内容について議会広報広聴常任委員会より報告があります。
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三芳スマートICの交通安全は本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

問

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

ふ
じ
み
野
市
と
の
協
議
は
で
き

て
い
る
の
か
。

答

総
合
調
整
幹　
調
整
等
で

き
て
い
る
。

問

車
両
の
住
宅
地
へ
の
流
入

対
策
は
。

答

総
合
調
整
幹　
県
道
56
号

線
へ
の
案
内
標
識
や
誘
導
看
板

の
設
置
を
行
う
。
周
辺
企
業
に

県
道
56
号
線
の
利
用
を
促
す
と

と
も
に
、
通
学
時
間
帯
の
通
行

を
控
え
る
よ
う
要
請
し
た
い
。

問

事
業
者
に
対
し
て
は
要
請

で
き
て
も
、
ス
マ
ー
ト
IC
ハ
ー

フ
運
用
の
今
で
さ
え
住
宅
街
の

狭
い
道
路
に
多
く
の
乗
用
車
が

通
り
抜
け
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

更
に
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
を

地
域
住
民
は
危
惧
し
て
い
る
が

対
策
は
。

答

総
合
調
整
幹　
で
き
る
こ

と
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

交
通
安
全
や
渋
滞
な
ど

様
々
な
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

問
題
が
起
き
て
か
ら
で
は
な
く
、

フ
ル
化
開
通
は
、
ま
ず
普
通
車

の
み
で
状
況
を
確
認
し
て
は
。

答

総
合
調
整
幹　
普
通
車
の

み
で
の
運
用
は
考
え
て
い
な
い
。

ラ
イ
フ
バ
ス
に
つ
い
て

問

７
番
線
休
止
後
の
対
応
の

検
討
状
況
は
。

答

政
策
推
進
室　
公
共
交
通

補
助
事
業
の
充
実
な
ど
検
討
し

て
い
る
。
既
存
路
線
の
変
更
な

ど
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を

参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問

新
路
線
、
休
止
路
線
に
つ

い
て
住
民
へ
の
説
明
会
を
実
施

す
る
と
し
て
い
た
が
、
な
ぜ
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

答

政
策
推
進
室　
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
が
難
し
か
っ
た
。

問

危
険
な
バ
ス
停
が
無
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
。

答

政
策
推
進
室　
新
し
い
バ

ス
停
は
写
真
を
撮
り
見
て
い
る
。

問

鶴
瀬
駅
の
バ
ス
発
着
所
に

ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
は
。

答

政
策
推
進
室　
動
線
や
管

理
責
任
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

ライフバスについて
動 画

細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

　
現
在
ラ
イ
フ
バ
ス
新
路
線
の

８
番
線
の
鶴
瀬
駅
行
き
は
朝
は

１
時
間
に
１
本
し
か
走
っ
て
い

な
い
。
１
番
線
の
ル
ー
ト
の
一

部
を
、
８
番
線
の
方
に
迂
回
さ

せ
て
本
数
を
増
や
す
方
法
も
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

問

７
番
線
の
廃
止
に
よ
っ
て　

北
永
井
第
３
区
・
第
１
区
の
人

た
ち
は
、
役
場
に
行
く
バ
ス

ル
ー
ト
が
無
く
な
る
が
、
代
替

え
策
は
。

答

政
策
推
進
室　
前
回
の
乗

降
客
数
調
査
で
は
、
役
場
へ
の

利
用
は
全
体
の
１
％
し
か
な

か
っ
た
。
公
共
交
通
補
助
事
業

の
充
実
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
設

置
、
住
民
全
体
の
移
送
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
を
し
て
い
る
。

問

７
番
線
の
廃
止
に
よ
り
、

ふ
じ
み
野
駅
に
行
く
バ
ス
ル
ー

ト
が
無
く
な
る
が
代
替
え
策
は
。

答

政
策
推
進
室　
１
番
線
で

鶴
瀬
駅
に
向
か
い
、
東
武
東
上

線
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

問

ふ
じ
み
野
高
校
バ
ス
停
前

の
道
は
、
一
日
に
１
２
５
本
の

バ
ス
が
通
る
。
６
番
線
に
７
番

線
の
廃
止
ル
ー
ト
の
一
部
を
走

ら
せ
る
代
替
え
策
は
ど
う
か
。

答

政
策
推
進
室　
６
番
線
の

路
線
変
更
は
今
事
業
者
と
話
し

合
っ
て
い
る
。
全
体
の
交
通
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
て
考
え
て
行
く
。

問

バ
ス
ル
ー
ト
で
も
あ
る
北

永
井
第
３
区
の
幹
線
５
号
線
は
、

歩
道
も
無
く
大
変
危
険
な
状
況

で
あ
る
。
歩
道
の
整
備
も
含
め
、

バ
ス
ル
ー
ト
の
迂
回
等
の
改
善

策
に
つ
い
て
町
長
に
問
う
。

答

町
長　
全
町
的
に
交
通
量

調
査
を
し
て
安
全
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
聞
い
て
早
急
に
出
来
る
と
こ

ろ
は
対
応
し
て
い
く
。
路
線
の

再
編
等
に
つ
い
て
は
今
後
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
策
は

問

観
光
バ
ス
事
業
者
等
に
対

す
る
支
援
給
付
金
を
、
他
自
治

体
の
様
に
出
す
考
え
は
。

答

町
長　
特
定
の
事
業
者
に

支
援
す
る
に
は
課
題
が
あ
る
。

ライフバスライフバス
6 番線ふじ6 番線ふじ
み野高校前み野高校前
近くバス停近くバス停

東武バスふじみ野高東武バスふじみ野高
校前バス停校前バス停

危険なバス危険なバス
停は無いか停は無いか
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ミッシングワーカーについて
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

問

ミ
ッ
シ
ン
グ
ワ
ー
カ
ー
と

は
ア
メ
リ
カ
の
労
働
政
策
の
中

で
使
わ
れ
て
い
る
概
念
の
一
つ
。

失
業
率
は
求
職
活
動
を
し
て
い

る
人
の
割
合
で
あ
り
、
雇
用
の

機
会
を
得
る
力
が
弱
い
人
た
ち

を
含
め
て
い
な
い
。
求
職
活
動

を
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
で

き
な
い
人
が
日
本
に
１
０
０
万

人
以
上
い
る
と
の
事
。
町
は
該

当
者
の
把
握
を
し
て
い
る
か
。

答

観
光
産
業
課　
町
と
し
て
、

独
自
の
調
査
は
し
て
お
ら
ず
把

握
は
し
て
い
な
い
。
確
実
な
こ

と
は
言
え
な
い
が
、
統
計
に
表

れ
な
い
こ
と
は
あ
る
と
思
う
。

問

求
職
活
動
を
し
な
い
で
長

く
働
い
て
い
な
い
理
由
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答

観
光
産
業
課　
様
々
な
事

情
が
あ
る
と
思
う
が
、
社
会
的

引
き
こ
も
り
、
介
護
離
職
、
仕

事
か
ら
離
れ
て
い
る
期
間
が
長

い
と
再
就
職
の
際
、
職
種
が
限

定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
。

問

人
数
が
多
い
と
さ
れ
る
介

護
離
職
等
へ
の
対
応
は
。

答

健
康
増
進
課　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
健
康
長
寿
担

当
で
対
応
し
て
い
る
。

問

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
介
護

の
入
口
で
あ
り
重
要
な
存
在
、

介
護
ケ
ア
が
始
ま
る
段
階
か
ら

「
家
族
支
援
」
を
始
め
れ
ば
介

護
離
職
を
し
な
く
て
済
む
ケ
ー

ス
も
出
て
く
る
の
で
は
。

答

健
康
増
進
課　
介
護
保
険

制
度
の
入
口
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
重

要
。
研
修
等
を
行
い
情
報
収
集

し
て
今
後
も
対
応
し
て
い
き
た

い
。問

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
等

に
お
け
る
相
談
状
況
は
。

答

福
祉
課　
求
職
活
動
を
せ

ず
、
長
く
働
い
て
い
な
い
人
と

い
う
内
容
で
の
相
談
の
件
数
は

多
い
。
就
労
支
援
等
、
個
々
の

相
談
内
容
に
寄
り
添
っ
て
関
係

機
関
と
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

問

今
後
の
対
応
、
支
援
策
は
。

答

町
長　
①
離
職
を
せ
ず
に

仕
事
を
継
続
し
て
い
く
支
援
。

②
離
職
後
の
介
護
支
援
、
生
活

支
援
。
③
親
亡
き
後
は
経
済
支

援
・
復
職
支
援
等
を
進
め
た
い
。

来年度予算は福祉向上策を重点に
動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

問

生
理
用
品
を
学
校
の
ト
イ

レ
に
設
置
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課　
小
学
校
・

中
学
校
各
１
校
に
設
置
し
て
調

査
・
研
究
を
し
た
。
そ
の
結
果
、

設
置
の
方
向
を
考
え
て
い
る
。

問

教
師
と
子
ど
も
の
学
び
の

補
償
に
よ
り
注
力
す
る
た
め
に
、

町
長
も
有
効
と
述
べ
て
い
る
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
を
各
学
校
へ
設
置
し
て
は
。

答

教
育
長　
県
へ
配
置
の
補

助
金
要
請
を
し
て
い
る
が
、
町

独
自
施
策
と
し
て
も
検
討
す
る
。

問

学
校
給
食
費
無
償
化
・
一

部
補
助
を
実
施
の
市
町
村
は
全

国
で
29
％
と
な
る
。
当
町
で
も

１
０
０
０
円
補
助
を
行
っ
て
は
。

答

町
長　
県
内
で
も
19
自
治

体
が
実
施
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ

と
優
先
順
位
を
考
え
て
い
く
。

問

高
齢
者
は
タ
ク
シ
ー
の
利

用
が
多
い
。
公
共
交
通
補
助
事

業
の
最
高
限
度
額
（
６
０
０
０

円
）
の
引
き
上
げ
は
。

答

政
策
推
進
室　
公
共
交
通

補
助
事
業
の
充
実
を
考
え
て
い

る
の
で
、
引
き
上
げ
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。

問

ワ
ゴ
ン
車
か
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
町
内
を
循
環
す
る

公
共
交
通
事
業
を
行
っ
て
い
く

べ
き
で
は
。

答

政
策
推
進
室　
提
案
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長　
実
施
に
は
２
６
０

０
万
円
以
上
か
か
る
。
財
政
的

に
厳
し
い
と
考
え
る
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
へ
の
大

型
車
導
入
は
や
め
よ

問

来
年
度（
２
０
２
２
年
度
）

の
三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
整
備
費
用

は
ど
の
位
か
。

答

総
合
調
整
幹　
約
1
億
８

０
０
０
万
円
に
な
る
。

問

三
芳
中
学
校
の
西
側
（
町

道
幹
線
３
号
線
）
は
、
歩
道
整

備
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　
多
福
寺
前
交
差
点
周
辺
に
は

住
宅
が
7
件
あ
る
。
歩
道
整
備

が
さ
れ
て
い
な
い
。
安
全
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

答

町
長　
住
民
か
ら
相
談
が

あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

公共交通補助事業公共交通補助事業

役場の相談窓口役場の相談窓口
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問

上
富
小
学
校
屋
上
か
ら
の

地
割
見
学
者
数
の
推
移
は
。

答

文
化
財
保
護
課　
令
和
３

年
度
は
11
月
末
現
在
で
１
０
６

４
名
、
小
学
校
４
年
生
の
社
会

科
見
学
の
学
校
数
に
よ
り
、
年

度
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
。

問

見
学
者
の
受
入
れ
体
制
は
。

答

文
化
財
保
護
課　
教
育
関

係
、
行
政
関
連
団
体
に
限
定
し
、

説
明
の
た
め
に
学
芸
員
、
担
当

課
職
員
が
同
行
し
て
い
る
。

問

上
富
小
学
校
外
階
段
の
手

す
り
、
屋
上
に
あ
る
校
舎
か
ら

の
出
入
り
口
の
ひ
さ
し
等
の
修

繕
の
予
定
は
。

答

教
育
総
務
課　
安
全
上
の

問
題
は
な
い
が
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

屋
上
に
あ
る
説
明
図
の
改

修
は
。

答

文
化
財
保
護
課　
世
界
農

業
遺
産
認
定
申
請
中
で
あ
り
、

今
後
の
動
向
を
見
据
え
て
検
討

し
た
い
。

問

新
築
・
増
築
の
建
物
、
構

築
物
の
色
の
配
慮
は
。

答

都
市
計
画
課　
周
辺
の
景

観
と
調
和
す
る
よ
う
配
慮
を
求

め
協
力
を
得
て
い
る
。

問

県
道
56
号
線
の
歩
道
整
備

の
進
捗
状
況
は
。

答

道
路
交
通
課　
令
和
４
年

度
は
、
多
福
寺
交
差
点
付
近
未

整
備
箇
所
の
工
事
着
手
、
歩
道

用
地
約
20
ｍ
の
引
き
渡
し
を
受

け
工
事
発
注
を
行
う
予
定
で
あ

る
。問

歩
道
の
下
草
刈
り
等
の
管

理
の
状
況
は
。

答

道
路
交
通
課　
定
期
的
で

は
な
く
住
民
か
ら
の
要
望
が

あ
っ
た
時
に
行
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問

住
民
の
協
力
が
必
要
で
は
。

答

道
路
交
通
課　
歩
道
の
環

境
美
化
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う

な
要
望
が
あ
れ
ば
県
道
管
理
者
、

関
係
各
課
と
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

修
景
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

環
境
課　
歴
史
的
景
観
、

自
然
景
観
の
保
全
と
都
市
景
観

の
形
成
に
つ
い
て
は
重
点
施
策

と
し
て
今
後
も
取
組
み
た
い
。

地割見学と修景について
動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

子育て支援産後ドゥーラについて
動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

令
和
2
年
度
に
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
、
産
前
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て
の
相
談
内
容
は
。

答

健
康
増
進
課　
特
に
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
型
の
利
用
相
談
が
多

か
っ
た
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
「
里

帰
り
出
産
が
出
来
な
か
っ
た
」

「
両
親
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
」
な
ど
の
相
談
は
ど
の

く
ら
い
あ
っ
た
か
。

答

健
康
増
進
課　
件
数
と
し

て
は
数
え
て
い
な
い
が
、
相
談

は
受
け
た
。
国
の
補
助
金
を
活

用
し
て
育
児
等
支
援
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
を
実
施
し
た
。

問

産
前
産
後
に
お
い
て
、
家

事
や
育
児
な
ど
手
が
回
ら
な
い

と
い
う
相
談
に
対
し
て
ど
の
様

な
対
応
・
案
内
を
行
っ
て
い
る

か
。答

健
康
増
進
課　
ま
ず
産
後

の
夫
婦
間
、
家
族
間
の
再
構
築

を
念
頭
に
行
い
、
具
体
的
に
は

社
会
福
祉
協
議
会
の
友
愛
サ
ー

ビ
ス
や
民
間
の
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
等
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

問

ド
ゥ
ー
ラ
と
は
「
経
験
豊

か
な
女
性
」
と
い
う
意
味
だ
が

「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」
の
支
援
体

制
と
一
部
助
成
金
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

答

町
長　
先
進
自
治
体
の
事

例
も
研
究
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

竹
間
沢
通
西
地
区
に
つ
い

て問

町
内
、
町
外
の
地
権
者
数

と
面
積
の
割
合
は
。

答

都
市
計
画
課　
町
内
43
名
、

町
外
32
名
、
面
積
割
合
は
、
町

内
約
68�

%
、
町
外
約
31
％
。

問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
。

答

都
市
計
画
課　
「
土
地
を

ど
の
様
に
利
用
し
て
い
る
か
」

等
の
選
択
肢
に
な
っ
て
い
る
。

問

企
業
誘
致
の
計
画
を
し
て

い
る
が
町
と
し
て
の
目
標
は
。

答

都
市
計
画
課　
今
後
も
勉

強
会
や
個
別
訪
問
等
に
よ
り
地

権
者
と
の
合
意
形
成
を
行
い
、

都
市
計
画
変
更
と
農
振
除
外
に

向
け
て
進
め
て
行
く
が
、
長
期

に
わ
た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

産後ドゥーラの活躍産後ドゥーラの活躍

上富小学校屋上上富小学校屋上
の手すりの手すり
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９
ペ
ー
ジ
久
保
議
員
の
一
般
質

問
の
内
容
に
つ
い
て

　
休
止
の
届
け
出
が
さ
れ
て
い
た

ラ
イ
フ
バ
ス
７
番
線
に
つ
い
て
、

久
保
議
員
は
路
線
バ
ス
運
行
の
許

認
可
局
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東

運
輸
局
本
部
に
確
認
を
し
て
お
り
、

そ
の
一
般
質
問
を
受
け
て
町
は
定

例
会
終
了
後
に
、
関
東
運
輸
局
埼

玉
支
局
に
確
認
を
し
ま
し
た
。
運

輸
局
本
部
は
運
行
が
継
続
し
て
い

る
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
埼

玉
支
局
は
把
握
し
て
い
た
と
い
う

認
識
の
相
違
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
説

明
会
で
の
警
察
に
よ
る
解
除
に
つ

い
て
の
認
識
に
関
し
て
も
見
解
の

相
違
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

�

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　地球は、公転周期や太陽活
動など様々な要因で寒冷と温暖

を繰り返している。温室効果ガスを抑制した場
合、日本を含めた世界経済が停滞する可能性が
ある。今の日本に必要なのは「二酸化炭素が地
球温暖化の原因」という説を改めて検証し直す
ことが重要と考えゼロ表明の実施に反対する。

細田議員

議 会 活 動 日 誌
　９日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
１０日　厚生文教常任委員会
１３日　議会運営委員会
２４日　令和３年第２回入間東部地区事務組合臨時会
　　　　政策検討会議
２７日　議会広報広聴常任委員会

1 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１１日　全員協議会
１２日　政策検討会議
　　　　議会広報広聴常任委員会
１４日　議会運営委員会
１８日　全員協議会
　　　　議会広報広聴常任委員会
２０日　厚生文教常任委員会
２８日　議会運営委員会

11 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　８日　議会広報広聴常任委員会
　９日　厚生文教常任委員会
１０日　議会運営委員会
１２日　令和３年第６回三芳町議会臨時会
１６日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
２２日　議会運営委員会
２６日　総務常任委員会所管事務調査
３０日　議会運営委員会
　　　　議会広報広聴常任委員会
３０日～１２月１４日
　　　　令和３年第７回三芳町議会定例会

12 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

７日　議会運営委員会
　　　政策検討会議

意

見

書

「
2
0
5
0
年 

二
酸
化
炭
素
排
出

実
質
ゼ
ロ
表
明
」
の
実
施
を
求
め

る
意
見
書

　
世
界
は
産
業
革
命
前
に
比
べ
気
温
上

昇
幅
を
1
・
5
℃
に
抑
え
よ
う
と
地
球

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
日

本
政
府
も
昨
年
10
月
、
菅
当
時
首
相
が

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
」
を
行
い
、
全
国
の
自
治
体
も

同
様
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
埼

玉
県
も
2
0
5
0
年
二
酸
化
炭
素
排

出
実
質
ゼ
ロ
表
明
」
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
。�

提
出
先　
埼
玉
県
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令和３年第６回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果
　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田
　
三
恵

林
　
　
善
美

井
田
　
和
宏

細
谷
　
光
弘

山
口
　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田
　
磨
美

本
名
　
　
洋

小
松
　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園
　
典
子

久
保
　
健
二

鈴
木
　
　
淳

菊
地
　
浩
二

落
合
　
信
夫

補正予算

令和３年度三芳町一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和３年第７回定例会　審議結果
議
員
名

結
果
　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田
　
三
恵

林
　
　
善
美

井
田
　
和
宏

細
谷
　
光
弘

山
口
　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田
　
磨
美

本
名
　
　
洋

小
松
　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園
　
典
子

久
保
　
健
二

鈴
木
　
　
淳

菊
地
　
浩
二

落
合
　
信
夫

報告

令和３年度三芳町土地開発公社事業計画の変更について 報告のみ

条例

町長及び副町長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

三芳町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子
育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

三芳町行政組織条例の一部を改正する条例 原案同意 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

補正予算

令和３年度三芳町一般会計補正予算（第７号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和３年度三芳町一般会計補正予算（第８号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和３年度三芳町一般会計補正予算（第９号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和３年度三芳町下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

令和３年度三芳町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

意見書・陳情・要望

「2050年　二酸化炭素排出実質ゼロ表明」の実施を求める意見書について 原案認定 ×○○○○○○○議
長○○○○○○

消費税インボイス制度の中止を求める意見書について 原案認定 ○××××○○○議
長××××○×

母（毛嘉萍）が中国で不法に逮捕されている件に関する要望 配布のみ

核も戦争もない平和な二十一世紀を求める要望書 配布のみ

陳情書（1. 空き家・空き地等の有効活用に限定した宅地建物取引士証の提
示による固定資産評価証明書の交付に関する件 2. 地籍調査の推進に関する
件 3. 新型コロナウイルス感染症の対策に関する件 4. 都市計画・建築基準
法に基づく制限の見直しの件）

配布のみ

○賛成　×反対■議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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表紙写真のご紹介
2021 年師走の 12月 19日（日）に行われた藤久保第
2区集会所で行われた「餅つき大会」の様子です。石臼
と 3種の杵が用意され、小さなお子さんから大人の方ま
でそれぞれに合った杵を選んでお餅をつきました。危な
くないように区の役員さんが杵の持ち方やおろし方のタ
イミングを丁寧に教えてくれました。同時に自主防災活
動展示と消火訓練も実施され防災用品を見たり、水消火
器で火を消す訓練もあり
ました。集まった方々は、
「良い体験ができた。楽し
かった」と笑顔で語って
くれました。

　
質
問
者
も
ふ
く
め
マ
イ
ク
の
ボ
リ
ー

ム
を
上
げ
て
下
さ
い
。
特
に
答
弁
者
の

声
が
少
さ
く
て
聞
こ
え
な
い
が
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
以
前
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
の
質
問
で
団
体
と
の

お
り
あ
い
が
良
く
な
く
Ｔ
Ｎ
Ｒ
が
進
ん

で
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
協

力
団
体
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
い
な

い
場
合
は
、
や
は
り
補
助
金
な
ど
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
三
芳
町
の
動
物
病

院
は
数
も
少
な
い
の
で
、
富
士
見
市
、

ふ
じ
み
野
市
ま
で
協
力
病
院
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。
愛
護
推
進
員
の
募
集
を
一

度
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
い

ち
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
保
護
し
た
猫
を
そ
の
ま
ま
飼
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
動
物
愛
護
支
援
に
つ

い
て
聞
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
１
匹

で
も
多
く
の
動
物
を
救
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
1
人
の
思
い

だ
け
で
は
費
用
な
ど
の
現
実
面
で
ど
う

し
て
も
限
り
あ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

町
の
考
え
も
知
り
た
く
て
傍
聴
し
ま
し

た
が
、
町
と
し
て
は
あ
ま
り
深
く
考
え

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

小
さ
な
命
を
守
る
た
め
に
も
引
き
続
き

質
問
を
続
け
て
い
た
だ
き
、
町
も
も
っ

と
真
剣
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
教
育
に
関
し
て
は
、
前
向
き
な
答
え

に
、
今
後
も
支
援
を
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
防
災
士
に
関
す
る
質
問
で
、
防
災
士

は
も
っ
と
公
的
な
立
場
、
活
動
さ
れ
て

る
と
思
い
ま
し
た
。
町
の
補
助
で
資
格

を
と
っ
た
方
と
の
連
携
を
始
め
、
他
の

防
災
士
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
、
協
力

を
お
願
い
し
て
町
の
安
全
に
関
与
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
今
最
も
関

心
の
あ
る
事
項
と
思
う
の
で
、
よ
り
発

展
さ
せ
住
民
の
意
識
向
上
、
安
心
な
町

作
り
を
切
に
望
み
ま
す
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
上
富
１
区
に
住
ん
で
い
る
が
、
は
っ

き
り
と
し
た
答
え
が
聞
き
た
い
質
問
が

何
件
か
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
問
題
を

取
り
上
げ
て
頂
く
の
は
有
難
い
。
空
き

家
に
つ
い
て
も
交
渉
は
し
て
頂
け
る
と

思
う
が
、
ど
こ
ま
で
町
で
で
き
る
の
か

知
り
た
い
。
時
間
ば
か
り
た
っ
て
し
ま

う
と
思
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
町
は
議
員
の
質
問
に
ま
じ
め
に
回
答

す
べ
き
。
又
現
状
の
よ
う
な
一
般
質
問

を
議
会
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
は
議

員
が
な
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
議
会

と
し
て
対
応
を
す
べ
き
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
ラ
イ
フ
バ
ス
７
番
線
の
休
止
に
つ
い

て
全
体
的
な
公
共
交
通
の
利
便
性
は
、

は
か
る
べ
き
。
７
番
線
の
改
善
に
つ
い

て
ラ
イ
フ
バ
ス
と
協
議
中
と
の
こ
と
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
提
案
し

て
い
る
の
か
答
弁
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
ス
マ
ー
ト
IC
開
通
後
の
住
宅
内
の
交

通
安
全
対
策
は
何
と
し
て
も
や
っ
て
ほ

し
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
一
部
を
紹
介
し
ま
し

た
。

傍聴席から
12 月定例会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。
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　令和３年 11月 26日（金）に町内の避難場
所に設置されている防災倉庫の点検を含めた視
察を実施いたしました。
　視察先として今回は、三芳東中学校、藤久保
中学校、竹間沢公民館に設置されている防災倉
庫を委員７人、議会事務局２名、町担当課３名
で各学校、施設を訪問させていただき現状の備
蓄品の状況を確認。災害時に必要とされる備品
等についての各委員の意見は以下の通りです。
１．�災害時の防災倉庫内の灯として使用するラ

ンタン等、非常灯を吊るすためのフック等、
器具の設置。

２．�藤久保中学校のみ試行的に掲
示してあった倉庫内の配置
表の他防災倉庫への掲示の
徹底。

３．�公民館の防災備品に停電時の
備えとしてポータブル蓄電
池の購入。

４．�非常用電源としてEV車両の導入、災害時
の各避難所（公民館等）の活用も検討すべき。

その他
・たいへん綺麗に片付いている。
・�非常時に利用する物の優先度を考えられた配
置になっている。
といった担当課の対応を評価する意見が多く見
られました。
　他、当委員会では公共交通、定例会開催時の
火災、地震を想定した避難時の進行表の作成、
各行政区の集会所の老朽化や修繕が必要な箇所
等の調査、確認等を所管し協議しています。

　当委員会では昨年 10月 22日（金）に所管
事務調査として不登校児童生徒への支援につい
て学校教育課、教育相談員、適応指導員への質
疑及び適応指導教室の現地調査を行いました。
この件に関しては引続き、継続審査として取組
んでいく予定です。
　また、昨年11月24日（水）に教育長、町長
へ「通学路の安全対策について」の要望書を提
出しました。千葉県八街市で発生した小学生の
死傷事故は、子ども達の生命を守る観点から通
学路における安全対策に警鐘を鳴らす出来事と
なりました。このことを受け、当委員会におい
ても町内の通学路の現状確認のため、調査資料

をもとに現地調査を行いました。その結果、町
内の通学路の安全対策については、道路の幅員
が狭く歩道が充分に確保出来ない箇所が多数見
受けられることや、地域環境での課題点がある
ため、更なる安全対策の強化が必要であるとい
う結論に至り、子ども達の安心安全な通学路の
環境整備として10項目について要望しました。

厚生文教常任委員会

総務常任委員会
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　新型コロナウイルス感染症拡大により、本委
員会も町外での調査が出来ず、また議会報告会
も令和２年に引き続き令和 3年も中止せざる
を得ない状況でした。
　このように色々な活動が出来ませんでした
が、感染症拡大の中でオンラインでの会議の開
催などで、議会の状況を皆さまに伝えるために、
「議会だより」を一度も中断することなく発行
できた事は委員会の各委員の協力があった為で
す。
　また傍聴でのクラスター
の発生を避けるため、議会
事務局職員の協力により、
議会の本会議そして一般質
問のライブ中継が出来たこ
とも大きな前進だと思いま
す。

　最近では感染症も落ち着きを見せているた
め、４月には藤久保、中央及び竹間沢の各公民
館で議会報告会を予定しています。
　まだまだ感染症拡大は予断を許しませんが、
再度の感染拡大がなければ議会報告会を開催す
るつもりです。日時の詳細は４月の「広報みよ
し」と回覧などでお伝えしますので、多くの皆
さまに参加していただければと思っています。

議会広報広聴常任委員会

　令和 3年度より三芳町役場でもペーパーレ
スの取り組みが始まりました。
　これまでも裏紙を使うなど紙の節約はしてき
ましたが、今後は ICT を活用し省資源・効率
化を図ることとなります。
　三芳町議会でも会議に使う資料などはほぼ紙
の資料が配付されていましたが、令和 3年 10
月に町より各議員にタブレットが 1台支給さ
れましたので、これからはデジタルの資料で会
議に臨むことになります。
　議会運営委員会ではタブ
レットの選定にあたりソフ
トやハードのデモンスト
レーションを行い導入に向
けて協議をしてきました。
　また、既にペーパーレス
会議システムを導入してい

る神奈川県秦野市議会と茨城県守谷市議会を 2
月8・9日で視察する予定です。先行事例をしっ
かりと研修して三芳町議会に活かして参りま
す。
　まだタブレットの活用になれていない面や解
決すべき課題はありますが、令和 4年 4月か
らの本格的実施に向けて紙の資料からデジタル
の資料に代わることで会議の質をより高められ
るように協議・検討して参ります。

議会運営委員会
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皆さんに愛される皆さんに愛される
議会だよりに♪議会だよりに♪

議会だより議会だより  モニター募集モニター募集

募 集 概 要

三芳町議会が発行する「議会だより」の企画及び編集等について、町民の方から意見や要望を聴取
することにより、記事内容や紙面の充実を図ることを目的として議会だよりモニターを募集します。

◦議会だより及び議会の広報・広聴活動等に
ついての意見交換。
◦アンケート調査等への協力。
◦モニター会議への出席。

モニターの活動内容

町内に在住、在勤、在学し、議会が行う広報・
広聴活動に深い関心を持ち、公正な社会的見
識を有する 18 歳以上の方。

モニター応募の要件

8 名
定　員

令和５年３月 31日まで
任　期

三芳町議会ウェブサイト及び議会事務局にあ
る応募用紙にご記入の上、議会事務局にお持
ちいただくか、電子メールまたは FAXでご
応募ください。
なお、応募の締め切りは令和４年 3月 31 日
（木）です。

議会事務局
TEL：049-258-0019　内（601）
FAX：049-274-1057
Mail：gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp

応募方法

町民の方に親しまれる議会だよりを目指しています。
是非、皆さんのご意見をお聞かせください。

❶�一般質問の答弁がこれまで「答」だけであったのが
担当課名が 180号から入りました。
❷�イラストに統一感を持たせました。
❸�数字は基本的に横書きに揃えました。
その他　�ぺージの色づかい、文章の配列など、“見や

すさ”にも留意しました。

モニターさんの意見をもとに改善した点
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議会だよりに出てきた用語の
説明です。用語集

国が行うべき事業を町へ委託する場合や、町が行う事業に対して一定の割
合で国が補助する場合に交付されるもので、大きく分けて国庫負担金、国庫
補助金、国庫委託金の3つに分類されます。

※1
国庫支出金
（P2）

家庭で言えば貯金のようなもので、積み立てたり、取り崩して、歳入に加
えたりするものです。基金の種類には、財政調整基金、地域福祉基金、緑ぬ
くもり基金、高齢者福祉基金、まちづくり寄附基金、公共施設マネジメント
基金、新型コロナウイルス感染症対策基金などがあります。

※5
基金繰入金
（P4）

幼稚園と保育園の両方の役割を果たす施設です。小学校就学前の子どもの
幼児教育と、児童福祉施設として保育を必要とする子どもの保育を一体的に
受ける事ができ、保育所の待機児童の課題において受け皿が広がることが期
待されます。幼稚園機能、保育園機能の各定員の範囲内において入所するこ
とが可能で、０歳
から就学前の子ど
もが利用対象とな
ります。

※3
幼保連携型認定
こども園（P3）

本来は議会の議決または決定すべきことについて、時間的に議会の招集を
待てない緊急な場合などに、行政運営の遅れや滞りを防ぐため、例外的に町
長が議会の議決に代わり意思決定することです。専決処分には、2種類あり
ます。1つ目は、時間的に議会の招集を待てない場合などの専決処分です。
この場合、議会への報告と、議会の承認が必要です。2つ目は、軽微な内容
で、あらかじめ議決によって指定（委任）している専決処分です。この場
合、議会への報告は必要ですが、承認は必要ありません。

※2
専決処分
（P2）

人事院が国会や内閣に対して行う国家公務員の給与に対する勧告のことで
す。国家公務員の給与を民間企業従業員の給与水準を考慮し、勧告します。
民間企業の景気が良く給与が高ければ、公務員の給与も高く、民間企業の景
気が悪く給与が低ければ、公務員の給与も低く勧告する傾向にあります。
人事院勧告は、国家公務員の給与に関する勧告ですが、地方公務員にも情
勢適応の原則が適用され、間接的に影響を与えます。

※4
人事院勧告
（P3）
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議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委  

員  

長
　
山
　
口
　
正
　
史

副
委
員
長
　
本
　
名
　
　
　
洋

委
　
　
員
　
井
　
田
　
和
　
宏

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
　
　
淳

委
　
　
員
　
細
　
田
　
三
　
恵

委
　
　
員
　
増
　
田
　
磨
　
美

委
　
　
員
　
桃
　
園
　
典
　
子

委
　
　
員
　
落
　
合
　
信
　
夫

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
国
内
感
染
が
だ
い
ぶ
落
ち
着

き
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
動
き
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
時
期
に
、
今

度
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
変
異
株
が
発
見

さ
れ
世
界
中
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
三
芳
町
定
例
議
会
は
感
染
予
防
対
策
を

行
い
、
11
月
30
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
開

催
中
14
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
一

般
質
問
席
に
立
ち
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
質

問
し
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
直
接
傍
聴
に
来

て
下
さ
っ
た
方
々
の
他
に
自
宅
な
ど
で
見
て

頂
い
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
に
驚
き
、
一
同

大
変
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
令
和
4

年
の
春
に
2
年
ぶ
り
と
な
る
「
ふ
れ
あ
い
座

談
会（
議
会
報
告
会
）」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
に
際
し
て
は
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行

い
お
待
ち
し
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編集
後記

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。
※ QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

（月）2 月 28 日
開会の予定です

三芳町議会
中継ページ

次の議会定例会は

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サ
イトYouTube上でご覧になることができ
ます。本号の記事中にある動画のＱＲコー
ドを読み込むか、右記QRコードにアクセ
スしてください。

　　

表彰されました
　埼玉県入間郡町村議会議長会より永年勤続

（10 年）議会議員として久保健二議員、増田
磨美議員、井田和宏議員が表彰されました。
また、井田和宏議員には会長としての功績に
より感謝状があわせて贈呈されました。

4 月 23 日（土） 午前 10 時〜午前 11 時 30 分 藤久保公民館
 午後 1 時 30 分〜午後 3 時 中央公民館
 午後 4 時〜午後 5 時 30 分 竹間沢公民館

開催日時・場所

※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、開催を延期また
は中止する場合があります。なお、開催について変更があった
場合は三芳町議会ウェブサイトに掲載しますので、予めご承知
おきいただきますようお願いします。

議員と話してみませんか？ ふれあい座談会（議会報告会）を開催します。
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